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豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
！

除
雪
中
の
事
故
や
被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
20
年
に
１
度
の
最
も
強
い
寒
気
」

　

町
で
は
積
雪
量
が
平
年
を
上
回
り
、
今
後
も
降
雪
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
１
月
31
日
（
火
）

白
鷹
町
豪
雪
対
策
本
部
（
本
部
長
・
佐
藤
町
長
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
、
20
年
に
一
度
と
い
う
最
も
強
い
レ
ベ

ル
の
寒
気
が
流
入
し
、
高
岡
地
区
の
浄
水
場
で
は
１
日
あ
た
り
の
降
雪

量
が
77
㌢
を
記
録
し
た
ほ
か
、
複
数
の
観
測
地
点
で
豪
雪
と
な
っ
た
昨

年
度
の
最
大
値
を
超
え
る
積
雪
量
と
な
っ
て
い
ま
す
（
※
次
ペ
ー
ジ

「
積
雪
量
の
推
移
」参
照
）。

　

こ
の
寒
気
に
よ
り
、
交
通
機
関
な
ど
に
も
影
響
が
発
生
。
２
日
に
は

国
道
３
４
８
号
線
の
通
行
止
め
や
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
終
日
運
休
な

ど
町
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
が
で
ま
し
た
。
施
設
関
係
で
は
、
雪
の
重

み
に
よ
り
、
農
業
用
施
設
な
ど
で
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
中
の
女
性
が
屋
根
の
雪
に
巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
す

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
に
は
、
町
民
生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、
通
学
路
な
ど
の

除
排
雪
及
び
高
齢
者
世
帯
の
雪
下
ろ
し
依
頼
へ
の
特
段
の
配
慮
を
、
町

商
工
会
に
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
降
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
除
雪
の
際
は
事
故
や
被
害
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
内
の
被
害
状
況
な
ど
（
２
月
６
日
現
在
の
状
況
）

○
人
的
被
害

　

鮎
貝
・
荒
砥
地
区
の
男
性
が
雪
下
ろ
し
中
に
転
落
し
ケ
ガ

　

萩
野
地
区
の
男
性
が
除
雪
機
で
指
を
切
断

　

鮎
貝
地
区
の
女
性
が
除
雪
作
業
中
に
雪
の
下
敷
き
に
な
り
死
亡

　

山
口
地
区
の
男
性
が
除
雪
作
業
中
に
池
に
転
落
し
重
体

○
農
業
関
連

　

堆
肥
乾
燥
ハ
ウ
ス
な
ど
町
内
各
地
で
26
棟
が
倒
壊

○
住
宅
関
連

　

鮎
貝
地
区
で
床
上
浸
水
４
件
、
床
下
浸
水
３
件

○
交
通
機
関
（
２
月
２
日
）

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
終
日
運
休

　

国
道
３
４
８
号
線
通
行
止
（
午
後
６
時
解
除
）

　

山
交
バ
ス
（
長
井
〜
山
形
間
）
運
休

○
学
校
関
連
（
２
月
２
日
）

　

各
小
中
学
校
で
一
斉
下
校

◎
灯
油
の
流
出
事
故
に
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

作業の前に確認してください！

●作業は家族やとなり近所にも声をかけ２人以上で！

●低い屋根でも油断は禁物！

●建物のまわりに雪を残して雪下ろし！

●作業開始直後と疲れたころには特に慎重に！

●晴れの日ほど屋根の雪がゆるんでいるので要注意！

●忘れずに！命綱とヘルメット！

●はしごの固定を忘れずに！

●軒先など屋根からの落雪に十分注意しましょう！

●除雪機の雪詰まりはエンジンを切ってから！

●いつでも連絡が取れるよう、

　携帯電話は忘れずに！



（単位：㌢）

Ｈ22年度最大値
（Ｈ23 年 2月 1日）
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○
除
雪
作
業
車
と
す
れ
違
う
場
合

　

は
手
前
で
停
止
し
、
除
雪
車
が

　

退
避
し
た
ら
進
む
よ
う
に
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
除
雪
の
妨
げ
に
な
る
路
上
駐
車

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
早
め
に
行

　

い
、
ハ
シ
ゴ
を
固
定
し
転
落
防

　

止
に
努
め
、
複
数
で
作
業
を
行

　

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
火
災
の
消
火
活
動
が
迅
速
に
行

　

わ
れ
る
よ
う
、
地
域
で
消
火
栓

　

や
防
火
水
槽
の
除
雪
に
取
り
組

　

ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
火
災

　

発
生
時
の
避
難
路
の
確
保
に
努

　

め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

　

ま
す
。

○
落
雪
な
ど
で
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

　

ら
の
灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
身
体

　

障
が
い
者
の
世
帯
に
は
特
に
配

　

慮
し
、
お
互
い
助
け
合
う
よ
う

　

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
に
は
、
通
園
・
通
学
時

　

の
転
倒
や
、
側
溝
な
ど
の
危
険

　

個
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
指

　

導
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
道
に

　

張
り
出
し
て
い
る
屋
根
の
つ
ら

　

ら
は
速
や
か
に
撤
去
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
農
業
施
設
被
害
防
止
の
た
め
果

　

樹
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
除
雪

　

は
早
め
に
行
い
、
枝
折
れ
や
倒

　

壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
傾
斜
地
で
は
、
表
層
雪
崩
な
ど

　

の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
十
分
注

　

意
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歩

　

行
者
の
そ
ば
を
通
る
と
き
は
、

　

減
速
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て

　

い
ま
す
。
出
入
り
口
や
交
差
点

　

で
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
下
ろ
し
費
助
成
事
業
の
充
実

　

高
齢
者
雪
下
ろ
し
費
助
成
事
業

（
１
回
１
万
３
０
０
０
円
の
助

成
）
の
助
成
回
数
を
２
回
か
ら
４

回
に
増
や
し
ま
す
。

▼
お
年
寄
り
な
ど
の
見
守
り
強
化

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
を
は
じ

め
、
消
防
団
や
民
生
児
童
委
員
、

区
長
、
町
内
長
に
お
願
い
し
、
お

年
寄
り
・
障
が
い
者
な
ど
の
見
守

り
を
強
化
し
ま
す
。

▼
空
き
家
対
策

　

空
き
家
（
入
院
な
ど
に
よ
る
一

時
空
き
家
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
や
関
係
者
と
連
絡
を
と
り
、

親
戚
な
ど
の
協
力
を
得
て
雪
下
ろ

し
が
で
き
る
よ
う
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
町
豪
雪
対
策
本
部

（
総
務
課
☎
85

－

６
１
２
２
）

○
除
雪
関
連

（
建
設
水
道
課
☎
85

－

６
１
４
２
）

○
農
業
施
設
関
連

（
産
業
振
興
課
☎
85

－

６
１
２
７
）

○
雪
下
ろ
し
助
成

（
健
康
福
祉
課
☎
86

－

０
１
１
１
）

役
場
ロ
ビ
ー
に
、
被
害
状
況
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
設
置

し
て
い
ま
す
。（
２
月
６
日
現
在
）

※２月５日は、特に積雪の多い４箇所を調査
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町
の
伝
統
野
菜
で
あ
る
「
岡
の

台
ご
ん
ぼ
」。
そ
し
て
県
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
で
、
町
内
で
も
飼
育
さ

れ
て
い
る
「
や
ま
が
た
地
鶏
」
の

２
つ
の
特
産
品
を
生
か
し
、
町
独

自
の
商
品
を
開
発
す
る
白
鷹
町
特

産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
詳
細

は
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
平
成
22
年

度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
商
品
化

・
販
売
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
「
岡
の
台
ご
ん
ぼ
」
を

使
っ
た
２
つ
の
商
品
が
全
国
及
び

県
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
が
全
国
及
び

県
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

県

　平成23年11月、県産の農林水産物を主原料
にした商品をたたえる「やまがたふるさと食
品コンクール」の表彰式が行われ、あべ工房
が出品した『ごんぼみそ』が優秀賞に輝きま
した。今回の受賞により、やまがた食産業ク
ラスター協議会が作成するカタログに掲載さ
れるほか、各種メディアなどでＰＲされます。

　全国商工会連合会主催の平成23年度むらお
こし特産品コンテストが行われ、えびな菓子
舗の『ごんぼー饅』が審査員特別賞を受賞し
ました。このコンテストは、優れた地域特産
品を全国に幅広く紹介することを目的に実施
されており、『ごんぼー饅』は全国から出品さ
れた75品目の中から選ばれました。

　

　あべ工房（代表　安部克子さん）
☎85－0270

　えびな菓子舗（代表　海老名　勉さん）
☎85－2025

ごんぼみ
そ ごんぼー饅

海老名さんコメント
「

」

安部さんコメント
「

」
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町
の
伝
統
野
菜
『
岡
の
台
ご
ん

ぼ
』
と
県
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
『
や
ま
が
た
地
鶏
』
の
２
つ
を

を
新
た
な
地
域
資
源
に
位
置
づ
け
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
白
鷹
な
ら
で

は
の
特
徴
あ
る
特
産
品
開
発
を
目

指
し
た
事
業
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
「
白
鷹
ブ

ラ
ン
ド
」
を
確
立
し
、
商
工
業
者

と
農
業
者
の
連
携
推
進
を
深
め
、

新
し
い
産
業
や
雇
用
の
創
出
に
よ

る
地
域
経
済
発
展
の
実
現
を
図
る

た
め
、
白
鷹
町
商
工
会
が
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
町
内
17
の
事
業

所
が
参
加
し
、
平
成
22
年
12
月
に

試
食
会
が
行
わ
れ
、
平
成
23
年
度

か
ら
本
格
的
に
商
品
化
・
販
売
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
体

　

白
鷹
町
商
工
会

▼
補
助
事
業
名

　

平
成
22
年
度
小
規
模
事
業
者
新

事
業
全
国
展
開
支
援
事
業 

（
平
成

22
年
度
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
体
事
業
）

▼
実
施
年
度　

平
成
22
年
度

ド
レ
み
そ
ご
ん
ぼ

地
鶏
ご
ん
ぼ
飯

地
鶏
と
ご
ん
ぼ
の

ま
ぜ
ご
は
ん
の
素

刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
ご
ぼ
う

甘
辛
ご
ん
ぼ

☎85－2443
　　

☎85－2101

☎85－0504

☎87－2018

☎85－2677

504☎85

甘
辛
ご
ん
ぼ

　

畔
藤
地
区
の
岡
の
台
と
い
う
畑

地
で
栽
培
さ
れ
る
ご
ぼ
う
の
総
称
。

岡
の
台
は
、
土
砂
が
堆
積
し
て
出

来
た
非
常
に
固
い
土
地
で
、
ご
ぼ

う
に
と
っ
て
は
で
ん
ぷ
ん
質
が
多

く
、
繊
維
の
細
か
い
質
の
良
い
も

の
が
出
来
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

県
内
で
わ
ず
か
に
飼
育
さ
れ
て

い
た
「
赤
笹
シ
ャ
モ
」
を
活
用
し
、

し
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
鶏
。
鶏
臭

さ
が
少
な
く
う
ま
味
と
コ
ク
が
あ

り
歯
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。（
う
ま

味
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
は
ブ
ロ
イ
ラ

ー
に
比
べ
て
10
㌫
多
い
）

町
内
で
は
約
３
０
０
羽
（
県
内
で

約
１
万
羽
）
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
…

　

商
工
会
で
は
、
今
回
の
特
産
品

開
発
事
業
の
み
な
ら
ず
、
農
工
商

連
携
し
た
６
次
産
業
化
や
白
鷹
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
商
工
会

（
☎
85

－

０
０
５
５
）

ド
レ
み
そ
ご
ん
ぼ

☎85－2443

※
要
予
約



6　

　

町
で
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
町
土
利
用
の
方
向
性
を
示
す
方
針
で
あ
る
白
鷹
町
国
土

利
用
計
画
を
今
年
度
新
た
に
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
白
鷹
町
土
地
利
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
町
の
振
興
審
議
会
、
農
業
委
員
会
、
都
市
計
画
審
議
会
の
か
た
が

た
と
検
討
を
重
ね
、（
案
）
と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
（
案
）
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
受
け
、
今
後
、
町
の
振
興
審
議
会
、
そ
し
て
議
会
に
諮
り

決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

計
画
策
定
の
趣
旨

　

こ
の
計
画
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
均
衡
あ
る
土
地
利
用

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
の
区
域
に
お
け
る
国
土
の
利
用

に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
計
画
及

び
県
計
画
を
基
本
と
し
て
、
第
５

次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
基
本
構
想

に
即
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
構
成
と
主
な
内
容

(1)
町
土
に
関
す
る
基
本
構
想

　

町
土
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
の
確

保
と
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
個

性
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本

理
念
と
し
て
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
行
う
も
の
と
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
拡
大
型
か
ら
集
約
型
の

都
市
構
造
や
低
炭
素
型
の
都
市
構

造
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
の
社
会
的
弱

者
に
も
配
慮
し
た
暮
ら
し
や
す
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
の
形
成
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
土
利
用
の
基
本
目
標

の
実
現
に
向
け
て
、「
地
域
力
を

生
み
育
て
る
町
土
利
用
」「
安
全

・
安
心
を
確
保
す
る
町
土
利
用
」

「
循
環
と
共
生
を
重
視
し
た
町
土

利
用
」「
美
し
さ
を
育
て
る
町
土

利
用
」
の
４
つ
の
視
点
を
基
本
と

し
た
町
土
利
用
を
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
街
部
地
域
や
農
山

村
地
域
な
ど
の
類
型
別
土
地
利
用
、

農
用
地
や
森
林
、
道
路
、
宅
地
な

ど
の
地
目
別
土
地
利
用
に
関
し
て

の
利
用
区
分
別
の
町
土
利
用
の
基

本
方
針
を
定
め
、
連
携
と
協
働
に

よ
る
「
持
続
可
能
な
町
土
の
形
成
」

を
目
指
し
ま
す
。

◎
意
見
募
集
期
間　

２
月
20
日（
月
）ま
で（
必
着
）

白鷹山からの眺望
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区　分 平成22年 平成 27年 平成 32年 H27/H22
増減 (%)

H32/H27
増減 (%)面積 ( ㌶ ) 面積 ( ㌶ ) 面積 ( ㌶ )

 農用地 2,029 1,994 1,959 98.3 98.2
 森　林 10,263 10,253 10,253 99.9 100.0
 原　野 286 309 337 108.0 109.1
 水面・河川・水路 483 484 484 100.2 100.0
 道　路 513 528 530 102.9 100.4
 宅　地 548 554 559 101.1 100.9
 その他 1,652 1,652 1,652 100.0 100.0

計 15,774 15,774 15,774 100.0 100.0

(2)
利
用
目
的
に
応
じ
た
区
分
ご
と
の

規
模
の
目
標
及
び
地
域
別
の
概
要

　

計
画
の
基
準
年
次
を
平
成
22
年
、

目
標
年
次
を
平
成
32
年
と
し
、
目

標
年
次
で
あ
る
平
成
32
年
に
は
、

人
口
を
お
よ
そ
１
万
３
５
０
０
人
、

世
帯
数
を
４
３
５
０
世
帯
と
想
定

し
ま
す
。

　

地
域
区
分
を
自
然
的
、
社
会
的
、

歴
史
的
諸
条
件
な
ど
を
勘
案
し
て

「
東
部
地
域
」「
西
部
地
域
」
の

２
地
域
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

別
の
概
要
を
定
め
て
、
計
画
的
な

土
地
利
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
構
想
に
基
づ
く
利

用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

(3)
必
要
な
措
置
の
概
要

　

公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
、
町

土
の
適
正
な
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
然
環

境
及
び
農
林
地
の
保
全
、
歴
史
的

風
土
の
保
存
等
に
配
慮
し
た
町
土

の
総
合
的
、
計
画
的
な
土
地
利
用

を
図
り
ま
す
。

　

地
域
振
興
施
策
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
蚕
桑
地
区
、
鮎
貝
地
区
、

荒
砥
地
区
、
十
王
地
区
、
鷹
山
地

区
、
東
根
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
区
分
ご
と
一
体
的
に
と
ら
え
、

統
合
保
育
園
の
建
設
や
荒
砥
橋
の

整
備
、
危
機
管
理
体
制
の
再
構
築
、

ほ
場
整
備
な
ど
を
促
進
し
、
地
域

特
性
を
活
か
し
て
相
互
連
携
の
も

と
に
振
興
を
図
っ
て
い
く
も
の
と

し
ま
す
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
な
ど
を
検
討
し
土
地
利
用

と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
低
炭
素

化
社
会
の
形
成
に
努
め
る
な
ど
土

地
利
用
に
係
る
環
境
の
保
全
と
安

全
の
確
保
や
美
し
い
町
土
の
形
成

を
図
る
と
と
も
に
、
農
用
地
や
森

林
な
ど
の
地
目
別
に
つ
い
て
も
計

画
的
か
つ
適
正
な
活
用
を
促
進
し

ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
趣
旨

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
利

用
区
分
別
に
区
域
（
ゾ
ー
ン
）
の

設
定
を
行
い
、
将
来
の
土
地
利
用

の
指
針
と
す
る
と
と
も
に
適
正
な

誘
導
を
目
的
と
し
て
策
定
す
る
も

の
で
す
。

町
土
利
用
の
基
本
方
向
と
各
ゾ
ー

ン
の
考
え
方

　

町
土
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

現
況
の
土
地
利
用
を
踏
ま
え
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
も
の
と

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
自
然
や

歴
史
・
文
化
資
源
な
ど
を
大
切
に

す
る
土
地
利
用
計
画
と
し
ま
す
。

ま
た
、
農
用
地
及
び
森
林
な
ど
に

つ
い
て
は
「
保
全
」「
生
産
」「
ふ

れ
あ
い
」
の
大
き
く
３
つ
に
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
に
応

じ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
土
地
利
用

計
画
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
方
針
と
し
て
は
、

基
本
方
向
に
基
づ
き
、

●
森
林
系
3
ゾ
ー
ン

（
森
林
保
全
、
森
林
生
産
、
里
山

　

活
用
）

●
農
業
系
3
ゾ
ー
ン

（
特
別
生
産
農
地
、
生
産
農
地
、

　

環
境
農
地
）

●
宅
地
系
3
ゾ
ー
ン

（
農
村
集
落
、
市
街
地
居
住
、
産

　

業
創
造
）

●
水
辺
空
間
ゾ
ー
ン

●
歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン

の
合
計
11
ゾ
ー
ン
と
し
て
ゾ
ー
ニ

ン
グ
し
ま
す
。

※
ご
意
見
は
、「
広
報
直
通
便
」
ま

　

た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
の
「
意
見
提
出
様
式
」
に
必

　

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル

　

な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
調
整
係

（
☎
85

－

６
１
２
３
）
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　町では現在、「高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」の見直しを行っています。この計画は３年に１回の見
直しを行うもので、策定中の計画は平成24年度から平成26年度までを期間とする３年間の計画です。
　高齢になっても安心して暮らせるよう、健康寿命の延伸、生活の質の向上、介護予防の取り組み、介護サービス
の提供、医療との連携、権利の擁護、地域で支えあう仕組みづくりを連携して進めていく「地域包括ケア」の確立
を目指して、この計画を策定しています。計画の詳細は、町ホームページでご覧いただけます。

基本理念

●計画に関するご意見をお寄せください
　ご意見の内容を正確に把握するために、書面やＦＡ
Ｘにて、お名前と連絡先を記入のうえお願いします。
なお、個別の返答はいたしません。
■意見・問い合わせ
　健康福祉課介護保険係
　（☎86－0213 ／ＦＡＸ86－0115）

　高齢になっても能力に応じ
て自立した日常生活が営むこ
とができるよう支援するとと
もに、健康づくりと介護予防
に取り組みます。

町の高齢者を取り巻く現状

●人口の減少と高齢者の増加
　町の人口は、今後徐々に減少していくと予測され
ますが、高齢者数は増加し、高齢化率が高くなって
いくと予測されます。

●要介護認定者数、認定率の推移
　平成22年度、65歳以上の介護保険被保険者数に占
める要介護認定者数の割合は18・３㌫で、今後も増
加していくものと予測されます。

●介護サービス費用の推移
　今後は介護施設の町内及び周辺市町村への新設に
よる利用者の増加、デイサービスなど居宅サービス
の利用者の増加などにより、介護サービスにかかる
費用も増えることが見込まれます。

●介護サービス給付費などの見込み
　高齢者の増加や介護サービスの増加を見込むと、
平成24年度からの３年間で、介護サービス給付費は
40億2900万円ほど必要になると見込まれます。

●保険料について
　介護サービス給付費に、施設入所やショートステ
イを利用した場合の部屋代と食費の一部を支給する
給付費（特定入所者介護サービス費）や、一定額以
上に介護サービスの利用費用がかかったときに支給
する給付費（高額介護サービス費）などを加えると、
３年間で総額44億3800万円余りが必要になると推計
しています。このうちの21㌫が65歳以上のかたで負
担しなければならない総額になります。

●保険料の上昇を抑えるために基金を繰り入れます
　介護保険料の上昇を抑えるため、介護保険の基金
等を繰り入れ、4640万円その費用にあてます。介
護給付費準備基金などを必要な総額から差し引くと、
65歳以上のかたで負担しなければならない総額は７
億3400万円になります。

●介護保険料基準額
　65歳以上のかたで負担しなければならない総額か
ら、人数や所得段階などによって介護保険料を推計
すると、一人あたり月額4381円、年額５万2572円
を見込んでおります。平成21年度から23年度の基準
額は、月額3550円・年額４万2600円でした。なお、
正式な決定は条例改正などの手続きを経て決定され
ます。

●所得段階による介護保険料負担割合
　白鷹町では、介護保険料は所得の状況に応じて９
段階に設定し負担いただいています。基準額である
年額５万2572円は、第５段階のかたの保険料額に
なります。基準額が上がることにより、全体的に負
担が増加しますが、所得の低いかたへの配慮も行い、
対応する予定です。

町の介護サービス費用について

第５期（平成 24～ 26 年度）の介護保険料について
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（
略
し
て
、
Ｓ
Ｙ
Ｃ
Ｎ
）

◆
構
成
メ
ン
バ
ー

　
　
　

代　

表　

…
横
山
和
浩

　
　
　

会　

計　

：
佐
藤
真
光

　
　
　

事　

務　

：
大
滝
幸
一
郎

　

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
と
若
者

の
交
遊
の
場
を
提
供
し
、
町
内
各

種
情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

若
者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
事
や
、

町
の
魅
力
を
最
大
限
に
認
識
し
て

も
ら
う
事
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
実
施
内
容

①
若
者
対
象
の
情
報
交
換
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
環
境
を
整
備

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
入
者
へ
の
メ

　

ー
ル
配
信
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

③
町
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
や
独

　

自
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

④
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
実
態

　

把
握
（
若
者
の
参
加
状
況
な
ど
）

　

と
参
加
者
の
自
己
啓
発
の
発
掘

⑤
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
促

　

し
、
交
流
を
深
め
る
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
機
能
の
充
実

○
参
加
者
同
士
の
交
流
か
ら
、
対

人
ス
キ
ル
・
積
極
性
の
促
進
を
図

り
、
生
活
の
充
実
や
町
へ
の
愛
着

が
生
ま
れ
ま
す
。

○
「
人
」
と
し
て
の
魅
力
づ
く
り

○
若
者
を
各
種
事
業
に
呼
び
込
め

ま
す
。

○
若
者
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
営
農
体
験
な
ど
、
多
様
な
活

動
へ
も
広
く
貢
献
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
参
加
者
自
ら
事
業
を
企
画
運
営

で
き
る
体
制
を
整
え
、
人
材
育
成

に
貢
献
し
ま
す
。

○
町
内
各
種
事
業
の
共
通
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
軸
と
な
り
ま
す
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア

　

メ
ン
バ
ー
の
ブ
ロ
グ
を
一
つ
の

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
発
信
。
記
事
に

対
す
る
コ
メ
ン
ト
入
力
も
で
き
る

の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

グ
ル
ー
プ
ス
ロ
ー
ガ
ン　

　

次
代
を
担
う
人
材
育
成
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
今
月
号
で
は

「
し
ら
た
か
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
紹
介
し
ま
す
。

白鷹人育成基金（白鷹人育成事業）

し
ら
た
か
応
援
団
（
仮
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
団
体
の
事
例
発
表
や

基
調
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
広

報
し
ら
た
か
３
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
20
日
（
火
・
祝
）

　

昼
12
時　

開
会
予
定

▼
ど
こ
で　

産
業
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

し
ら
た
か
応
援
団
（
仮
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp://o-endan.org/

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

info@
o-endan.org/

※
し
ら
た
か
応
援
団
（
仮
）
ロ

ゴ
マ
ー
ク
に
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
現
在
審
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

採
用
作
品
は
、
し
ら
た
か
塾

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

　

登
録
メ
ン
バ
ー
が
投
稿
し
た
町

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
カ
レ
ン
ダ
ー

形
式
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

③
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
情
報

「
こ
れ
は
！
」
と
思
う
よ
う
な
町

の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

④
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
機
能

　

メ
ン
バ
ー
へ
の
一
斉
メ
ー
ル
発

信
機
能
。
イ
ベ
ン
ト
案
内
や
有
事

の
際
に
配
信
で
き
ま
す
。

⑤
記
事
の
ソ
ー
ト
・
検
索
機
能

　

必
要
な
記
事
を
人
気
順
に
並
べ

替
え
・
検
索
で
き
る
機
能
で
す
。

⑥
ツ
イ
ッ
タ
ー
機
能

⑦
Ｓ
Ｎ
Ｓ
機
能

■
問
い
合
わ
せ

し
ら
た
か
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｙ
Ｃ
Ｎ)

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http
//sycn.jp

/

○
事
務
局
ア
ド
レ
ス

　

syc@
ever.ocn.ne.jp

公開プレゼンの様子

SYCN における新たなコミュニ
ティ形成のイメージ

【みんなで楽しめる情報】を共有
し、みんなで一緒に各種イベント
に参加して白鷹を楽しもう！

人と人とのつながりを大切にして、
新たな白鷹の魅力を発見しよう！
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●
募
集
す
る
審
議
会
等
委
員
の
職

務
と
人
数
、
応
募
資
格
な
ど

☎

☎☎☎

　

今
回
委
員
を
募
集
す
る
審
議
会
等
と
募
集
人
員

①
白
鷹
町
環
境
審
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
人

②
白
鷹
町
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　

（
兼
）
公
民
館
運
営
審
議
会　
　
　
　

２
人

③
白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員
会　
　

各
地
区
２
人

④
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会　
　
　
　
　
　
　

２
人

⑤
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員
会　
　
　
　
　

２
人

“しらたか”をもっともっといい町に !!
まちづくりにあなたの声をおきかせください !!

　わたしたちが生活している町を住みよい町としていくためには、
わたしたち自らがまちづくりに参画して、みんなで知恵を出し合い
ながら一つずつ行動に移していくことが必要です。
　その一つの方法として、協働のまちづくり条例では、町が設置す
るさまざまな審議会等の委員を選任するにあたり、自ら参画しよう
というかたの募集について定めています。
　各審議会等の役割は、まちづくりを進めていくための重要な計画
などについて、調査や審議をしながら、町に対し意見を述べていく
ことです。
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☎

●
応
募
資
格
（
共
通
事
項
）

◆
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
こ
と

◆
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
果
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

●
任
期

　

平
成
24
年
４
月
１
日

　
　
　
　

〜
平
成
26
年
３
月
31
日

（
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

　

会
は
平
成
24
年
７
月
１
日
〜
平

　

成
26
年
６
月
30
日
）

●
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
担
当
の
係
に
提

出
く
だ
さ
い
。（
応
募
要
項
・
応
募

用
紙
は
各
所
管
部
署
に
あ
り
ま
す
。

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
応
募
締
め
切
り

３
月
５
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

●
選
考
方
法

　

委
員
等
選
考
審
査
会
で
審
査
の

う
え
選
考
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
環
境
基
本
計
画
を

推
進
す
る
た
め
、
白
鷹
町
の
住
み

よ
い
美
し
い
環
境
を
と
も
に
考
え

と
も
に
つ
く
る
仲
間
を
募
集
し
ま

す
。
気
軽
に
語
り
合
い
な
が
ら
町

が
目
指
す
環
境
像
を
実
現
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
募
集
す
る
委
員
の
名
称

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進

会
議
委
員

■
組
織
構
成

　

こ
の
会
議
は
、
ご
み
の
減
量
化

や
地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
基

本
計
画
の
推
進
活
動
を
行
い
ま
す
。

ご
み
減
量
化
対
策
を
進
め
る
う
え

で
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
も
兼
ね

て
委
嘱
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員　

５
人
程
度
（
委
員

定
数
20
人
以
内
の
う
ち
の
５
人
）

■
任
期

　

平
成
24
年
４
月
１
日

　
　
　
　

〜
平
成
26
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

　

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
ご
み
の
減
量
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

　

水
環
境
等
に
関
心
の
あ
る
か
た

(3)
年
６
〜
８
回
程
度
の
会
議
、
啓

　

発
活
動
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

　

出
席
で
き
る
か
た

(4)
白
鷹
町
の
議
員
お
よ
び
職
員
で

　

な
い
こ
と

(5)
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
た

①
納
税
（
町
税
な
ど
）
義
務
を
果

　

た
し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、被
法
定
保
佐
人
、

　

被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ
と

⑤
刑
執
行
中
の
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
町
民
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町

民
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切　

３
月
５
日
（
月
）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

「
公
募
に
よ
る
白
鷹
町
審
議
会
等

委
員
選
考
に
か
か
る
基
準
」
を
準

用
し
審
査
の
う
え
選
考
し
、
審
査

結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

●
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

◆
身
分　

町
の
非
常
勤
特
別
職

◆
委
員
報
酬

①
白
鷹
町
環
境
審
議
会
委
員

：

　

一
日
６
０
０
０
円

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場

　

合
は
一
日
３
０
０
０
円
）

②
白
鷹
町
社
会
教
育
委
員

：
　

年
１
万
６
０
０
０
円

　

白
鷹
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委

　

員

：

年
９
６
０
０
円

③
白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員

　

会
委
員

：

年
２
万
円

④
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委

　

員

：

年
１
万
６
０
０
０
円

⑤
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

　

会
委
員

：

一
日
６
０
０
０
円

（
会
議
時
間
が
４
時
間
未
満
の
場

　

合
は
一
日
３
０
０
０
円
）

◆
各
審
議
会
等
の
委
員
は
、
町
の

非
常
勤
特
別
職
に
任
命
さ
れ
ま
す

の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条

例
第
３
条
第
２
項
の
適
用
を
受
け

る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規
定
に

違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り
得

た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合

等
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
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　１月24日、荒砥高校で和菓子作り講習会
が行われました。やまり菓子舗の新宮利幸
さんが講師となり「フードデザイン」を選
択している２年生16人が米粉の入った桜餅
づくりに挑戦。生地の伸ばし方や裏返すタ
イミングなどを教わりながら思い思いの桜
餅を完成させ、その後みんなで試食しまし
た。31日には、割烹志ん月の大村安広さん
を講師に、郷土食作りにも取り組み、モノ
づくりへの思いなどを学びました。

　１月15日、あゆーむで山遊亭金太郎落語
会が行われ約170人が巧妙な話術を楽しみ
ました。演目は「時そば」「芝浜」。表情や
しぐさ、扇子を使っての古典落語の世界に、
地元の話題も巧みに織り交ぜ、笑いを誘い
ました。前座は、弟子の山遊亭くま八さん。
川遊亭けん坊こと安部貴洸君（東中２年）
も登場し、金太郎さんとの稽古の成果を披
露しました。ロビーでは、オリジナル手ぬ
ぐいや食品などの販売も行われました。

　１月29日、深山観音堂で文化財防火訓練
が行われました。26日の「文化財文化デー」
に合わせ行っているもので、地元の深山観
音堂自衛消防隊、消防団、白鷹分署の皆さん
など多くの人が参加しました。半鐘の合図
とともに、常設の放水銃２機とポンプ車か
ら伸ばしたホースから放水。雪で足元の悪
い状況ながら、素早く消火活動が行われま
した。こうした地元の人びとの日々の努力
によって地域の「たから」が守られています。

　１月22日、深山和紙センターで和紙の原
料となる楮ふかしが行われました。約700
㌔の楮を３回に分けて行われた作業は、早
朝５時から実施。約３時間後に窯を開ける
と、窯場は湯気で真っ白になりました。窯
から出した楮は、冷水に浸し、表皮を手作
業で１本ずつむいて干していきます。当日
は、深山和紙センター運営委員のほか、白
鷹ファンクラブのかたも皮むき作業を体験
していました。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た

障
害
者
救
援
と
復
興
支
援
を
目
的

と
す
る
「
ゆ
め
風
基
金
」
や
25
年

た
っ
た
今
も
放
射
能
に
苦
し
む
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
小
児
白
血
病
の
治
療
支
援
と

新
生
児
へ
の
支
援
を
目
的
と
す
る

「
日
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯
基

金
（
Ｊ
Ｃ
Ｆ
）」
な
ど
の
活
動
を

続
け
る
小
室
さ
ん
。

　

ご
自
身
の
活
動
を
通
し
、「
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
自
分
の
で
き
る

場
所
で
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
や
未
来
の
た
め
に

や
り
続
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
し

た
小
室
さ
ん
。

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

【
復
興
】
を
テ
ー
マ
と
す
る
今
回

の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
心
の
す

み
ず
み
ま
で
響
く
も
の
で
、
震
災

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
意
義

の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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１
月
15
日
、
パ
レ
ス
松
風
で
町

芸
術
文
化
協
会
の
新
春
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
、
会
員
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
報
告
に
引
き
続

き
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
功
績
の

あ
っ
た
か
た
が
た
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
式
典
後
は
、
会
員

同
士
の
交
流
会
が
あ
り
、
互
い
の

活
動
や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
の

話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

■
芸
術
文
化
賞

○
鈴
木　

啓
さ
ん

（
高
栄
会
（
高
玉
芝
居
））

○
守
谷
真
一
さ
ん

（
フ
ォ
ト
し
ら
た
か
）

■
奨
励
賞

○
竹
田
ち
よ
さ
ん

（
民
踊
け
ん
こ
う
教
室
）

○
髙
橋
二
夫
さ
ん

（
白
鷹
川
柳
会
）

　１月24日、関東地方から樹氷ツアーに参
加した観光客が、フラワー長井線に乗車し
方言ガイドと車窓からの景色を楽しみまし
た。この日は、40人のお客さまが乗車。
本間車掌から懐かしい紙のキップを手渡さ
れると「懐かしいねぇ」と声を上げ見入っ
ているかたもいました。車内では方言ガイ
ドと花笠踊りが披露され、荒砥駅から長井
駅までの約20分のゆったりとした列車の旅
を楽しんでいました。

期間：２月～４月末まで

体
育
協
会
表
彰
者

■
功
労
賞

○
安
部
宏
二
さ
ん

（
町
体
育
協
会
副
会
長
、
町
野
球

　

協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
）

○
岡
田　

明
さ
ん

（
町
体
育
協
会
副
会
長
、
町
サ
ッ

　

カ
ー
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
）

■
指
導
功
績
賞

○
大
滝
康
博
さ
ん
（
ス
キ
ー
）

○
大
滝
義
昭
さ
ん
（
ス
キ
ー
）

■
殊
勲
賞

○
今　

和
也
さ
ん

○
児
玉
聡
太
さ
ん

○
酒
井
駿
吾
さ
ん

○
五
十
嵐
凌
平
さ
ん

○
船
山
寿
希
也
さ
ん

○
髙
橋
尚
貴
さ
ん

（
以
上
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
南
陽
高
）

○
髙
橋
美
緒
さ
ん

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／
山
形
商
業
高
）

○
村
上
駿
斗
さ
ん

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
／
山
形
南
高
）

○
鈴
木　

豊
さ
ん

（
陸
上
／
山
形
大
学
大
学
院
）

○
石
川
大
輔
さ
ん

（
陸
上
）

○
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

■
栄
光
賞

○
江
口　

聡
さ
ん

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

○
笹
原　

寛
さ
ん

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

○
髙
橋
翔
馬
さ
ん

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
蚕
桑
小
）

○
岩
澤
芽
衣
さ
ん

（
剣
道
／
鮎
貝
小
）

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館

（左から）竹田さん、鈴木さん、　
　　　   　 守谷さん、髙橋さん

　

１
月
14
日
、
パ
レ
ス
松
風
で
町

体
育
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

で
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
か
た
が
た
や
、

県
大
会
な
ど
で
優
勝
さ
れ
、
全
国

大
会
へ
出
場
し
た
か
た
が
た
の
功

績
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　国民年金は、老後の生活や障害、死亡などもしもの時にあなたの大きな支
えとなります。保険料の納め忘れが続くと、将来の年金を受け取ることがで
きなくなるばかりか、障害年金や遺族年金を受け取れない場合があります。
　もしもの時に後悔することのないよう、保険料はきちんと納期内に納めま
しょう！（納期は翌月末です）

　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納付が困難なかたは手続
きを行ってください。

こんなとき 学生のかたは 30歳未満のかたは そのほか納付が困難なたかは

免除制度 学生納付特例制度 若年者納付猶予制度 保険料免除制度

内　　容

　学生のかたで本人の前年所
得（１月から３月までに申請
される場合は前々年所得）が
一定額以下の場合には、申請
により保険料の納付が猶予さ
れます。

　30 歳未満のかたで本人・配
偶者の前年所得（１月から６
月までに申請される場合は
前々年所得）が一定額以下の
場合には、申請により保険料
の納付が猶予されます。

　本人・世帯主・配偶者の前
年所得（１月から６月までに
申請される場合は前々年所
得）が一定額以下の場合には、
申請により保険料の納付が全
額免除、または一部納付
（４分の３、２分の１、４分の１）
になります。

★保険料免除などの承認された期間は、老後に年金を受け取るための資格期間に含まれるだけでなく、
万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含まれます。
　また、失業されたかたは、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年の所得に関係なく免
除される特例もあります。
■相談・問い合わせ　米沢年金事務所（☎0238－22－4220）
　　　　　　　　　　または町民課戸籍年金係（☎85－6129）

▼
相
談
日
と
会
場

○
２
月
22
日
（
水
）

中
央
公
民
館
２
階
第
１
・
２
研
修
室

○
３
月
28
日
（
水
）　

中
央
公
民
館
１
階　

文
化
実
習
室

※
会
場
は
都
合
に
よ
り
館
内
別
室

　

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ロ

　

ビ
ー
の
案
内
板
を
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

▼
時
間

○
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜

　
　

受
付
…
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　

〜
11
時
30
分

○
午
後
の
部　

午
後
１
時
〜

　
　

受
付
…
午
後
１
時

　
　
　
　
　
　

〜
１
時
30
分

▼
内
容　

年
金
に
関
す
る
こ
と
な

ら
な
ん
で
も

■
主
催　

米
沢
年
金
事
務
所

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

４
２
２
０
）
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▼いつ　３月10日（土）
　　午後５時30分～８時（午後５時受付）
▼どこで　パレス松風「ピアーノ」

▼対象者　結婚相手や恋人を探したい20歳以
　上の独身男女
▼参加者　男性８人、女性８人（先着順）
▼内容　・小グループでの交流会
　　　　・自己紹介、トークタイム、
　　　　　ゲーム、フリータイム

▼特典　女性参加者にすてきなプレゼント　
　があります。
▼会費　男性5,000円、女性3,000円
　　宿泊希望のかたはプラス3,000円（素泊まり）
▼募集方法　まずは電話で確認、その後、指
定様式に必要事項を記入し、会費を沿えて事
務局へ申し込んでください。
▼締め切り　２月29日（水）
■申込・問い合わせ
　しらたか de 婚活実行委員会事務局
　（産業振興課内・☎85－6136）

　

東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に
対

応
す
る
緊
急
的
な
金
融
対
策
と
し

て
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
の
融
資
制
度

○
山
形
県
商
工
業
振
興
資
金
の
う

　

ち
「
経
営
安
定
資
金
」、「
東
北

　

地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
対
応

　

資
金
」、「
東
日
本
大
震
災
緊
急

　

経
営
支
援
資
金
」、
日
本
政
策

　

金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金

　

庫
が
融
資
す
る
特
定
の
資
金

▼
要
件
及
び
対
象
期
間

○
資
金
使
途
…
設
備
資
金
及
び
運

　

転
資
金

○
対
象
融
資
限
度
額
…
５
０
０
万

　

円
以
内

○
補
給
額
…
融
資
額
ま
た
は
限
度

　

額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
の
利

　

子
相
当
額

○
補
給
対
象
期
間
…
３
年
以
内
36

　

回
ま
で

▼
申
請
期
限　

３
月
30
日
（
金
）

　

国
の
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け

た
事
業
所
へ
の
上
乗
せ
補
助
で
す
。

▼
補
助
金
の
額
及
び
限
度
額

○
補
助
金
の
額
：
国
の
助
成
金
支

　

給
決
定
通
知
書
に
記
載
の
支
給

　

率
が
、「
５
分
の
４
」
の
と
き
は

　

支
給
金
額
の
20
％
以
内
の
額
、

「
10
分
の
９
」
の
と
き
は
支
給
金

　

額
の
10
％
以
内
の
額

○
補
助
金
の
限
度
額
：
１
回
の
申

　

請
に
つ
き
50
万
円
以
内（
１
対

　

象
者
に
つ
き
２
回
ま
で
申
請
可
）

▼
申
請
期
限　

３
月
30
日
（
金
）

　

求
職
者
を
常
用
雇
用
者
と
し
て

雇
用
す
る
事
業
主
に
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。 

▼
奨
励
金
の
交
付
額

　

常
用
雇
用
者
１
人
に
つ
き
、
１

日
あ
た
り
単
価
２
５
０
０
円
で
、

３
月
31
日
ま
で
の
通
勤
実
績
分

▼
対
象
求
職
者　

町
内
に
住
所
が

あ
る
求
職
中
の
か
た

▼
対
象
事
業
主

　

次
の
要
件
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

○
町
内
に
事
務
所
、
店
舗
、
工
場

　

を
有
し
事
業
を
営
む
か
た

○
雇
用
保
険
法
の
適
用
を
受
け
て

　

い
る
事
業
所

○
県
内
の
公
共
職
業
安
定
所
に
、

　

雇
用
期
間
の
定
め
の
な
い
求
人

　

申
込
を
し
て
い
る

○
求
職
者
を
新
た
な
常
用
雇
用
者

　

と
し
て
雇
用
す
る

○
求
職
者
の
雇
用
を
理
由
と
し
て
、

　

他
の
雇
用
者
を
解
雇
し
て
い
な
い

▼
申
請
方
法　

求
職
者
を
雇
用
し

た
後
14
日
以
内
に
、「
白
鷹
町
常

用
雇
用
促
進
奨
励
金
認
定
申
請
書
」

に
次
の
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

等
確
認
通
知
書
（
事
業
主
控
）
の

写
し

②
新
た
な
雇
用
者
に
係
る
労
働
条

件
通
知
書
の
写
し

▼
申
請
期
限　

３
月
16
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

　
（
☎
85

－

６
１
３
６
）

町
内
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

各
種
支
援
制
度
の
認
定
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　心ときめく、春。ここ白鷹で、すてきな人を見つけませんか。
　あたたかいホームパーティのような空間を演出します。恋人を見つけたい、結婚
をお考えのかた、ぜひお申し込みください。
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さん（高玉） さん（高玉）

さん（荒砥乙）

　今年100歳（数え年）を迎えられる８人のかたがた（大正２年生まれ）に、
町からお祝いの打出の小づちと祝い金が贈られました。
　ご長寿の秘訣は、好き嫌いなく何でも食べること。そして、温かいご家族に
見守られ毎日元気に過ごされている様子が、皆さんの素敵な笑顔から伺うこと
ができました。これからも明るく元気でお過ごしください。

（高玉） さん（高玉）

さん（荒砥乙）

さん（荒砥甲）

さん（十王）

さん（浅立） さん（畔藤）

さん（浅立）

今野才助 さん

小松ウメ さん

※１月16日、青木ていさんがご逝去なされました。ご冥福をお祈りいたします。

平
成
23
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
者

最
優
秀
賞 

 
 

　

佐
藤　

悠
（
蚕
桑
小
２
年
）

　

「
せ
ん
き
ょ
の
日　

み
ん
な
の
声
を　

と
ど
け
て
ね
」

優
秀
賞

　

金
田　

裕
樹
（
鮎
貝
小
３
年
）

　

「
え
ら
ぶ
な
ら　

え
が
お
に
な
れ
る　

ま
ち
づ
く
り
」

　

山
本　
　

和
（
荒
砥
小
４
年
）

　

「
元
気
な
町
に　

あ
な
た
の
い
っ
ぴ
ょ
う　

え
い
よ
う
ざ
い
」

　

金
田　

魁
音
（
西
中
１
年
）

　

「
参
加
し
よ
う　

あ
な
た
の
一
票　

明
る
い
未
来
」

　

鈴
木　

大
和
（
東
中
２
年
）

　

「
待
っ
て
い
る　

あ
な
た
が
入
れ
る　

そ
の
一
票
」

　

川
村　

綾
音
（
東
中
３
年
）

　

「
た
だ
一
票　

そ
れ
で
も
変
わ
る　

日
本
の
未
来
」

　

東
海
林
綾
乃
（
荒
砥
高
３
年
）

　

「
選
挙
だ
よ　

気
付
こ
う
築
こ
う　

み
ん
な
の
未
来
」

入
選

●
小
学
校
の
部

　

鈴
木
ひ
び
き
（
鮎
貝
小
１
年
）

　

澤
田　

明
喜
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

樋
口　

綾
女
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

小
形　
　

遥
（
東
根
小
３
年
）

　

船
山　

瑠
音
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

小
形　

知
輝
（
荒
砥
小
４
年
）

　

衣
袋
菜
々
子
（
東
根
小
５
年
）

　

髙
橋　

祐
雅
（
蚕
桑
小
６
年
）

●
中
学
校
の
部

　

五
十
嵐
千
華
（
西
中
１
年
）

　

山
口　

理
恵
（
東
中
１
年
）

　

梅
津　
　

桜
（
東
中
１
年
）

　

髙
橋　

利
希
（
東
中
１
年
）

　

三
津
井
結
香
（
西
中
２
年
）

　

孫
田　

和
奏
（
西
中
２
年
）　

　

大
貫　

桃
子
（
東
中
２
年
）

　

新
田　

ゆ
い
（
東
中
２
年
）

　

内
山　

涼
太
（
東
中
３
年
）

　

東
海
林
皓
樹
（
東
中
３
年
）

　

菊
地　

拓
哉
（
東
中
３
年
）

　

鹿
野　

裕
太
（
東
中
３
年
）

●
高
校
の
部

　

孫
田　

夏
美
（
荒
砥
高
１
年
）

　

小
口　

貴
幸
（
荒
砥
高
１
年
）

　

稲
葉　

陽
香
（
荒
砥
高
３
年
）

　

渡
部　

悦
子
（
荒
砥
高
３
年
）

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

平
成
23
年
度
の
町
県
民
税
・
固

定
資
産
税
（
１
〜
４
期
）、
軽
自

動
車
税
（
１
期
）
及
び
国
民
健
康

保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
（
１
〜
７
期
）

は
、
す
で
に
納
期
限
が
過
ぎ
て
い

ま
す
。

●
納
期
限
を
一
定
期
間
以
上
経
過

し
ま
す
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
発
生
し
、
さ
ら
に
納
付
額
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
持
ち
の
納
付
書
を
再
度
ご

確
認
の
う
え
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

早
め
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
状
況
が
わ
か
ら
な

い
場
合
や
納
付
書
が
見
つ
か
ら
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
注
意　

町
税
等
が
納
期
限
を
過

　

ぎ
て
未
納
の
状
態
に
な
り
ま
す

　

と
、
予
告
な
く
滞
納
処
分
（
差

　

押
え
等
）
の
対
象
と
な
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課　

　

収
納
係
（
☎
85

－

６
１
０
６
）
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平成23年度　ＮＨＫ全国俳句大会ジュニアの部入賞作品

●
白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

　

１
月
５
日
、
白
鷹
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
芳
賀
康
雄
会
長
）
の
新

年
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
で

町
に
対
し
て
現
金
（
４
万
円
）
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１月の町長交際費
　平成24年１月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

４
場
所
連
続
の

勝
ち
越
し
も
…

取組 星取 決まり手
２日目 ○ 押し出し
４日目 ○ 寄り切り
６日目 ○ 押し出し
７日目 ○ 寄り倒し
９日目 ● 寄り切り
12日目 ● 突き出し
千秋楽 ● よりきり

大
相
撲
初
月
場
所

（
１
月
８
日
〜
22
日
）三段目西88枚目　４勝３敗

白は
く

鷹よ
う

山ざ
ん

情
報

白鷹山星取表
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事
例業

者
か
ら
突
然
自
宅
に
電
話
が

あ
り
、「
Ａ
社
の
株
が
近
々
上
場
す

る
。
値
上
が
り
確
実
で
価
格
が
２

倍
、
３
倍
に
な
る
。」
と
勧
誘
さ

れ
て
株
を
購
入
し
た
も
の
の
、
Ａ

社
の
株
が
上
場
せ
ず
、
勧
誘
し
て

き
た
業
者
と
も
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

vol.21

ア
ド
バ
イ
ス

未
公
開
株
は
元
本
・
利
益
は
保

証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
リ
ス
ク
を
伴

う
金
融
商
品
で
す
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、「
絶
対
に
儲
か
る
」
な
ど

と
勧
め
る
勧
誘
は
、
き
っ
ぱ
り
断

り
、
自
分
か
ら
電
話
を
切
り
ま
し

ょ
う
。

　

利
益
が
上
が
る
仕
組
み
が
分
か

ら
な
い
話
に
は
乗
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
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○
協
議
会
の
主
な
活
動

□
認
知
症
講
座
・
認
知
症
研
修
会

で
の
寸
劇

　

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
認
知

症
特
有
の
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い

て
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
に
寸
劇
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
荒
砥
高
校
で
「
も
の
と

ら
れ
妄
想
」「
食
事
し
た
こ
と
を

忘
れ
る
」「
道
が
わ
か
ら
な
く
な

る
」
こ
と
へ
の
対
応
を
演
じ
ま
し

た
。

□
「
見
守
り
・
支
え
合
い
」
ス
テ

ッ
カ
ー
の
掲
示

　

地
域
の
商
店
や
医
療
機
関
な
ど

に
「
見
守
り
・
支
え
合
い
ス
テ
ッ

カ
ー
」
を
掲
示
し
て
い
た
だ
き
、

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
、
認
知

症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
へ
の
暖
か

い
声
が
け
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

□
認
知
症
に
関
す
る
情
報
を
地
域

に
広
げ
る

　

地
域
の
集
ま
り
や
会
議
な
ど
、

人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
認
知
症
の

正
し
い
知
識
を
広
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
こ
と
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
紙
芝
居

「
ド
タ
キ
ャ
ン
ば
あ
ち
ゃ
ん
〜
医

者
さ
行
く
〜
」
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
２
作
目
の
紙
芝
居
を

製
作
す
る
た
め
の
話
し
合
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

□
認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を

支
え
る
活
動

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の

活
動
で
、
認
知
症
の
か
た
本
人
や

そ
の
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
や
相

談
を
し
あ
え
る
場
を
提
供
し
、
介

護
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
機
関
の

紹
介
、
仲
間
づ
く
り
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

『
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
』

▼
い
つ　

２
月
22
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
要
予
約

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

二
月
二
十
五
日

三
月
二
十
五
日
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催　し

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
内
容
（
開
始
時
間
）

○
白
鷹
太
鼓
鷹
翔
会

（
午
前
９
時
15
分
）

○
開
会
行
事　
（
午
前
９
時
30
分
）

○
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會

（
午
前
10
時
）

○
雪
中
宝
さ
が
し（午

前
10
時
15
分
）

○
お
た
の
し
み
抽
選
会

（
午
前
10
時
15
分
）

○
ミ
ル
ク
バ
ー（午

前
10
時
15
分
〜
）

○
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
体
験

※
小
学
校
低
学
年

　
　
　
　
　

（
午
前
10
時
45
分
）

○
餅
つ
き
大
会（
午
前
11
時
30
分
）

※
餅
の
ト
レ
ー
（
１
０
０
円
）
を

　

お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
お
祭
り
時
間
中
は
リ
フ
ト
料
金

が
無
料
で
す
（
午
後
１
時
よ
り
通

常
料
金
と
な
り
ま
す
）。

○
通
行
の
妨
げ
に
な
る
駐
停
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

白
鷹
ス
キ
ー
場
祭
り
実

行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
ス
キ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
87

－

２
４
５
６
）
ま

た
は
ス
キ
ー
場
祭
り
実
行
委
員
長

（
☎
87

－

２
０
１
８
）

　

そ
ば
の
里
づ
く
り
振
興
会
が
白

鷹
山
麓
の
畑
で
収
穫
し
た
玄
そ
ば

を
、
会
員
が
手
打
ち
し
た
こ
だ
わ

り
の
味
で
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

〜
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
茶
屋
（
下
山
）

▼
会
費　
　

１
２
０
０
円

（
前
売
り
券
１
０
０
０
円
）

▼
主
催　

白
鷹
町
そ
ば
の
里
づ
く

り
振
興
会

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き

た
ま
白
鷹
青
果
物
流
通
セ
ン
タ
ー

（
☎
85

－

５
１
５
９
）

　

白
鷹
に
伝
わ
る
「
ご
っ
つ
ぉ
」

（
郷
土
料
理
）
を
作
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
実
習
後
に
み
ん
な
で
試
食

を
楽
し
み
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
栄
養
相
談
室

▼
内
容　

「
し
ら
た
か
の
食
の
暦
」

を
使
っ
て
春
の
郷
土
料
理
を
作
り

ま
す
。

▼
講
師　

健
康
づ
く
り
推
進
員
の

み
な
さ
ん

▼
会
費　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど

も
３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

▼
持
ち
物　

箸
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

▼
定
員　

20
人
（
料
理
に
関
心
の

あ
る
妊
婦
さ
ん
、
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
ご
家
族
み

な
さ
ん
で
ど
う
ぞ
）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
必
要
な
か
た
は
事
前
に
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

２
月
29
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
86

－

０
２
１
２
）

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
内
容　

研
究
発
表

①
「
鷹
山
史
跡
巡
り
の
は
な
し
」

　
　

竹
田
伊
智
子
さ
ん

②
企
画
展
覧
会
「
塩
田
行
屋
の
仏

　

た
ち
」
と
そ
の
調
査
に
つ
い
て

　
　

宮
本
晶
朗
さ
ん

▼
参
加
料　

無
料

※
発
表
会
後
、
懇
親
会
を
行
い
ま

　

す
の
で
、
参
加
希
望
の
か
た
は

　

２
月
20
日
（
月
）
ま
で
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

（
会
費
２
０
０
０
円
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
係

（
☎
85

－

６
１
４
６
）

　

懐
か
し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を

歌
い
、
震
災
復
興
支
援
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
緒
に
歌
い
ま

せ
ん
か
？

▼
い
つ　

３
月
11
日
（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
開
場

　

午
後
２
時
46
分
黙
と
う（
開
演
）

▼
ど
こ
で　

広
野
公
民
館
（
広
翔

館
）

▼
参
加
費　

無
料

※
募
金
箱
を
設
置
し
、
集
ま
っ
た

　

お
金
は
義
援
金
と
し
て
お
届
け

　

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。
午
後
７
時
以
降
に
お
願

　

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

金
田　

稔

（
☎
85

－

１
６
１
１
）
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認
知
症
高
齢
者
の
介
護
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
認

知
症
の
介
護
に
つ
い
て
経
験
者
の

話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

▼
講
演　

「
誰
も
が
な
り
う
る
認

知
症
〜
わ
た
し
が
、
あ
な
た
が
、

で
き
る
こ
と
〜
」

▼
講
師　

公
益
社
団
法
人
「
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
」
山
形
県
支

部
代
表　

山
名
康
子　

氏

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

　

置
賜
の
若
手
作
家
に
よ
る
絵
画
、

工
芸
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
素

敵
な
春
の
展
覧
会
で
す
。
作
品
販

売
、
カ
フ
ェ
及
び
交
流
会
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

○
作
品
展

▼
い
つ　

３
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

〜
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

▼
入
場
料　

無
料

○
交
流
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
10
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜

▼
会
費　

１
０
０
０
円

○
作
品
販
売
と
カ
フ
ェ

　

作
家
本
人
が
作
品
を
販
売
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
出
品
作
家
の
陶

器
な
ど
の
作
品
で
飲
み
物
を
提
供

す
る
カ
フ
ェ
を
開
店
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
10
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

置
賜
総
合
支
庁
地
域
振
興
課

（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
２
１
）

 

　

中
央
公
民
館
展
示
作
品
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

▼
展
示
場
所　

１
階
フ
ロ
ア
ー

▼
展
示
物　

書

▼
内
容　

石
澤
廣
吉
さ
ん（
十
王
）

か
ら
奥
山
清
子
さ
ん
（
荒
砥
）
の

作
品
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
利
用
に
つ
い
て

調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
団
体
の
代
表
の
か
た
は
、

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

使
用
実
績
の
あ
る
団
体
に
は
す

で
に
周
知
し
て
い
ま
す
が
、
新
規

団
体
に
は
申
請
書
類
な
ど
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
２
月
20
日（
月
）

ま
で
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
使
用
料
は
１
回
５

０
０
円
で
す
（
ス
ポ
少
・
学
校
部

活
は
免
除
）。

▼
い
つ　

３
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
係（
☎
85

－

６
１
４

７
）

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

おしらせ

置
賜
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
平

成
24
年
度
に
企
画
運
営
す
る
文
化

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を
支
援
し

ま
す
。

▼
事
業
の
例　

置
賜
地
域
の
文
化

資
源
を
活
用
し
た
文
化
事
業
、
市

町
の
枠
を
超
え
た
複
数
の
団
体
に

よ
る
文
化
事
業
、
次
世
代
の
文
化

を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す

る
事
業

▼
支
援
内
容　

共
催
負
担
金
（
最

大
40
万
円
）
を
負
担
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切　

４
月
16
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
地
域
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
２
１
）

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ

り
、
今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土

地
所
有
者
と
な
っ
た
か
た
は
市
町

村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

▼
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人
を

問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ

り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
か
た
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取

得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長
に

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
産
業
振
興
課

（
☎
85

－

６
１
２
５
）
ま
た
は
置

賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
（
☎
０

２
３
８

－

56

－

６
０
６
３
）

　

事
前
申
込
、
履
歴
書
不
要
。
参

加
費
も
無
料
で
す
の
で
、
置
賜
地

域
に
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
か

た
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
22
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
受
付
開
始
午
後
１
時
〜
）

▼
ど
こ
で　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

米
沢

▼
参
加
対
象
者　

置
賜
地
域
へ
就

職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
か
た

▼
参
加
企
業　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

沢
・
長
井
管
内
に
本
社
ま
た
は
就

業
場
所
が
あ
っ
て
求
人
票
を
提
出

し
て
い
る
企
業
約
50
社

▼
求
職
者
と
企
業
の
個
別
面
談
形

式■
問
い
合
わ
せ　

南
陽
・
高
畠
・

川
西
地
域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

（
☎
０
２
３
８

－

43

－

４
５
５
２
）
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ン
タ
ー
遊
学
館

○
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
パ
ネ
ル
展
示
）

○
第
１
研
修
室
お
よ
び
第
２
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
公
益
文
科

大
学
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
３
４

－

41

－

１
０
６
５
）

▼
内
容
／
コ
ー
ス
／
時
間

【
チ
ラ
シ
作
成
コ
ー
ス
】

　

ワ
ー
ド
や
無
料
ソ
フ
ト
・
無
料

素
材
を
使
っ
て
、
チ
ラ
シ
を
作
成

し
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
広
告
で

販
売
促
進
に
繋
げ
ま
し
ょ
う
。

○
第
１
回

２
月
20
日
（
月
）・
22
日
（
水
）・

24
日
（
金
）
の
午
後
２
時
〜
４
時

の
計
６
時
間

○
第
２
回

２
月
27
日
（
月
）・
29
日
（
水
）・

３
月
２
日
（
金
）
の
午
後
７
時
〜

９
時
の
計
６
時
間

▼
料
金　

無
料

▼
持
ち
物　

素
材
（
画
像
な
ど
）

▼
定
員　

各
10
人

▼
場
所　

町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

（
産
業
セ
ン
タ
ー
白
鷹
内
奥
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー　

担
当
／
小
松
・

齋
藤
（
☎
86

－

０
０
０
１
）

　

年
度
末
は
窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。
自
動
車
の
継
続
検
査
や
、

名
義
変
更
、
抹
消
な
ど
の
登
録
手

続
き
は
、
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

　

登
録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
な

ど
は
、
山
形
運
輸
支
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
tb.m

lit.go.jp/
tohoku/yg/yg-index.htm

▼
開
庁
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
（
手
続
き
案
内
）

　

山
形
運
輸
支
局
（
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
１
３
）

東
北
公
益
文
科
大
学
学
外
発
表
会

　

東
北
公
益
文
科
大
学
地
域
共
創

セ
ン
タ
ー
が
展
開
す
る
研
究
活
動

や
学
生
活
動
な
ど
の
成
果
を
広
く

公
開
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
学
生
に

よ
る
報
告
会
で
す
。

▼
い
つ　

２
月
28
日
（
火
）

　
　
　

〜
３
月
４
日
（
日
）

※
初
日
は
昼
12
時
開
場
、
最
終
日

　

は
午
後
５
時
終
了

▼
ど
こ
で　

山
形
県
生
涯
学
習
セ

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
革
新
と

人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
界

の
第
一
人
者
よ
り
経
営
マ
イ
ン
ド

や
事
業
・
経
営
戦
略
の
考
え
方
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
い
つ

○
１
・
２
回　

２
月
23
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

○
３
・
４
回　

３
月
16
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
土
地
改
良
会

館
大
会
議
室

▼
講
師

○
１
・
２
回

・
㈲
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
代
表
取
締
役

　
　

田
中　

進　

氏

・
東
京
農
業
大
学
准
教
授

　
　

渋
谷
往
男　

氏

○
３
・
４
回

・
日
本
キ
ヌ
カ
㈱　

代
表
取
締
役

　
　

長
田
竜
太　

氏

・
澤
田
農
園
代
表

　
　

澤
田
耕
太
郎　

氏

▼
募
集
人
員　

先
着
１
０
０
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
締
切　

２
月
17
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
農
業
大
学

校
研
修
部
（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

３

－

22

－

８
７
９
４
）

▼
い
つ　

３
月
２
日
（
金
）

　

午
後
６
時
開
演

（
午
後
５
時
30
分
会
場
）

▼
ど
こ
で　

産
業
セ
ン
タ
ー

▼
前
売
り
券　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
３
０
０
円

○
当
日
券　

大
人
１
２
０
０
円

　
　
　

高
校
生
以
下
４
０
０
円

▼
定
員　

２
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
広
報
し
ら
た
か
お
し

　

ら
せ
版
２
月
22
日
号
で
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

広
報
し
ら
た
か
１
月
号
の

お
詫
び
と
訂
正

▼
年
男
・
年
女
さ
ん
コ
ー
ナ
ー

　

（
４
〜
７
㌻
）

○
４
㌻
…
年
女
12
歳
の
長
澤
も
も

　

さ
ん
の
名
前
は
、
正
し
く
は
桃

　

さ
ん
で
す
。

○
５
㌻
…
年
女
24
歳
の
岡
田
麻
紀

　

さ
ん
の
職
業
は
正
し
く
は
栄
養

　

士
で
す
。

▼
子
ど
も
会
議
コ
ー
ナ
ー

　

（
８
・
９
㌻
）

○
９
㌻
…
小
林
果
歩
さ
ん
の
名
前

　

は
、
正
し
く
は
果
穂
さ
ん
で
す
。

○
９
㌻
…
「
チ
ー
ム
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｍ
Ｍ
」

　

と
「
ポ
ス
カ
モ
ス
カ
」
の
チ
ー

　

ム
名
と
テ
ー
マ
を
反
対
に
掲
載

　

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

中学校卒業前までの
お子さんをもつかたへ

　昨年10月からの「子ども手当」申請
はお済ですか？

　３月30日（金）までに申請すれば10
月分からの手当を受給できます。
　申請を行わなかった場合は、手当を
受け取ることができなくなりますので、
ご確認ください。
※詳しくは、広報しらたか平成23年
　10月号をご覧ください。

■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係

（☎86－0212）
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募　集

広告

▼
い
つ　

３
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
種
目　

混
成
（
試
合
中
女
子
２

人
以
上
出
場
の
こ
と
）

▼
チ
ー
ム
構
成　

４
人
〜
８
人

▼
参
加
料　

８
０
０
円
（
１
チ
ー

ム
）

▼
申
込
締
切　

２
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
協
会
／
守
谷
（
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
85

－

３
１
５
４
）

▼
い
つ　

３
月
４
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
開
会

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
、
中
学
男
子

中
学
女
子
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ

▼
参
加
資
格

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
、
ま

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
学
生

・
社
会
人
の
か
た

▼
試
合
方
法

○
原
則
と
し
て
地
区
対
抗
ト
ー
ナ

　

メ
ン
ト
方
式
で
行
い
ま
す
。

○
中
学
の
部
は
、
東
西
中
学
校
の

　

対
抗
戦
と
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　

２
月
27
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
（
一
人

２
５
０
円
）
を
添
え
て
、
事
務
局

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
大
会
ま
で
練
習
日
を
設
け
ま
す

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
毎
週
月
・
木
曜
日

　

午
後
８
時
30
分
〜

○
東
中
学
校
体
育
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
・
佐
藤
／
☎
85

－

６
１
２
６
）

　

非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
、

再
び
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直

る
こ
と
を
助
け
る
団
体
が
全
国
各

地
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会
は
、

現
在
会
員
40
人
で
、
保
護
司
と
一

緒
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
や

研
修
会
、
独
自
事
業
と
し
て
街
頭

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
ミ
ニ
集
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
女

性
の
か
た
（
賛
助
会
員
は
男
性
も

可
）
の
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
費

・
会
員　

年
２
０
０
０
円

・
賛
助
会
員　

年
一
口
１
０
０
０

円
（
一
口
以
上
）

■
問
い
合
わ
せ　

町
更
生
保
護
女

性
会
会
長
／
稲
葉
幹
子
（
☎
85

－

４
０
４
０
）

■
連
絡
取
扱
先　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

　

一
足
早
い
春
を
告
げ
る
啓
翁
桜

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
部
門

①
生
花
の
部
…
一
輪
ざ
し
か
ら
他

　

の
花
と
生
け
た
も
の
な
ど
。

②
い
け
込
み
部
…
入
れ
物
問
わ
ず
、

　

啓
翁
桜
だ
け
を
大
胆
に
飾
っ
て

　

い
る
も
の
。

③
桜
と
○
○
部
…
啓
翁
桜
と
一
緒

　

に
人
、
動
物
、
人
形
な
ど
を
撮

　

影
し
た
も
の
。

④
そ
の
他
の
部
…
①
〜
③
の
い
ず

　

れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
。
想

　

像
も
つ
か
な
い
意
外
な
も
の
。

▼
受
付
期
間

　

３
月
20
日
（
祝
・
火
）
ま
で

▼
応
募
作
品　

お
一
人
３
点
ま
で

※
写
真
で
も
画
像
デ
ー
タ
で
も
結

　

構
で
す
。

▼
賞
品　

金
賞
・
銀
賞
・
各
部
門

賞
・
特
別
賞
・
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
賞

▼
発
表　

各
賞
に
つ
い
て
は
、
４

月
４
日
（
水
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
発
表
し
ま
す
。

▼
申
込　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
申
込
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
「
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し

　

ら
た
か
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

ご
応
募
い
た
だ
い
た

写
真
（
画
像
）
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

農
事
組

合
法
人
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
ら
た
か

（
☎
85

－

０
８
２
５
）



住所　　 氏　　名 年齢
山　口　五十嵐　春　雄　65
畔　藤　飯　澤　太　郎　95
荒砥甲　石　和　な　つ　85
畔　藤　紺　野　た　き　87
十　王　小　関　文　浩　50
鮎　貝　　沖　　嘉　一　86
荒砥甲　安　部　朝　　　85
鮎　貝　佐　藤　勇　一　96
高　玉　宮　本　星　夫　74
荒砥甲　田　中　て　つ　96
荒砥甲　新　納　はるゑ　91
高　玉　五十嵐　ハルノ　70
荒砥乙　橋　本　正　子　95
浅　立　青　木　て　い　98
鮎　貝　原　田　孝二郎　91
荒砥乙　土　屋　勝　昭　67
下　山　五十峯　浅　次　83
滝　野　齋　藤　綾　子　87
十　王　海老名　利　江　61
畔　藤　佐　藤　ちゑ子　95
十　王　五十峯　準　一　94
畔　藤　紺　野　はつ子　79
荒砥甲　　　　　綾　子　77
鮎　貝　樋　口　喜　三　84
荒砥乙　鈴　木　末　次　87
荒砥乙　小　関　岩　助　76
畔　藤　大　木　た　き　97

十　王 山口 彰 里
り

　菜
な

麻衣子

畔　藤 和久井 貴　寛 夢
ゆう

　叶
と

美　咲

荒砥乙 熊坂 吉　紀 虹
に

心
こ

奈
な

沙由希

荒砥乙 菅原 豊 優
ゆう

　眞
ま

由　香

鮎　貝 庄司 千　春 結
ゆう

　星
せい

早　織

十　王 佐藤 良　一 柚
ゆず

　愛
な

可　奈

鮎　貝 大木 貴　司 芽
め

　衣
い

彩

No.1082
2012-2

-13

　　氏　　　名　　　 住所

（二　上　太　喜　　東京都
高　橋　直　子　　山　口

（阿　部　和　樹　　山形市
小　関　美　樹　　萩　野

（高　橋　　淳　　　鮎　貝
吉　田　　恵　　　山形市

しらたか東根フレンズ　 （代表　田中伸一さん）
◆
結
成
時
期
は
？

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

◆
活
動
の
内
容
は
？

◆
い
つ
練
習
し
て
い
る
の
？

◆
楽
し
さ
は
？

◆
最
後
に
ひ
と
言

■
連
絡
先

☎

VOL.26

※
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
…「
羽
根
付
き
ボ
ー
ル
」

と
い
う
特
殊
な
用
具
を
手
で
打
ち
合
う

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
タ
イ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
。
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